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○仲間の中で意欲的に遊ぶ子どもをめざして

小 学 校
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兵庫県 谷内幼稚園

杉 本 純 子

兵庫県 神大附属幼稚園

奥 山 登美子

兵庫県 小宅北幼稚園

宮 本 育 子

滋賀県

徳島県

愛知県

峰相小学校

松 尾 佳 信

小宅小学校

古 寺 真理子

神野小学校

高 橋 芙美子

城陽小学校

岩 田   好

五個荘小学校

福 島 千代子

千松小学校

杉 本 昌 弘

味美小学校

日 本 安 広

城南小学校

山 下 美佐子

O課題への取 り組み

― 小学校 3年  算数科「 かけ算のひっ算」の指導を通 して 一

〇小学校 3年社会科における課題設定についての一考察…… ……………

0課題設定へのとりくみ

― 社会科 見学学習を通 して 一

中 学 年  第 5分科会  学習の質を高める話し合もヽ

O学 習の質を高める話 し合い

一 意欲的に課題に立ち向かい、自己実現をめざす子の育成 一

高 学 年  第 6分科会  思考力を育てる学習方法

○思考力を育てる学習方法

高 学 年  第 7分科会  評 価 の 工 夫

○評価の工夫  評価の結果を生かすために 。……・………………………0

○授業改善 と評価

○評価 の工夫

一 プリテス ト ポス トテス トの方法による評価の有用性 ――

兵庫県

愛知県 北城小学校

加 藤 淳 二

愛知県 千両小学校

丸 山 正 克

広島県 豊小学校

土 井 紀美子

兵庫県 龍野小学校

八 瀬 典 喜

幼  稚  園   第 1分科会  ひとりひとりを伸ばす保育

○集団の中でひとりひとりが生き生きと活動することを求めて

一 園外保育を中心 としたグループ保育の実践 一

〇ひとりひとりが主体的に遊びに取 り組むための指導

― 自ら選んで行 う経験や活動 一

低 学 年  第 2分科会  合 科 指 導

9子 どもの学習意識の流れに沿った合科的な学習指導 …・………………・:兵
庫県

低 学 年  第 3分科会  学 級 づ く り

0何でも言える学級づ くりと話 し方・…………0………………………………・
兵庫県

O個 を生かし、全員参加の学級づ くり。…………………………………………
兵庫県

O豊かな心情を育て、自己実現をめざす教育活動          兵庫県

― 個を生かす集団を求めて 一

中 学 年  第 4分科会  課 題 設 定
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(幼・小・中・高 校 )
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学 習 指 導  第 8分科会  学力の向上態度の育成

O生徒の主導性を生かした柔道指導の検討
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第 16回 全国バズ学習研究集会 分科会 8

バズ学習による知・徳・体の調和のとれた

人間性豊かな生徒の育成

二一一 班活動を通した学習集団づくリーーー

愛知県春 日井市立東部中学校

林    敏  明

1。 1ま じめ に

生徒数 1,590名 余 ,職員数 60名余 ,バ ズ学習の研究を始めて 13年になろうとしている6

しか しなが ら全校的な共同研究体制を持続しなが ら,実践の蓄積や研究の深イヒを図ってい くこと

は極めて困難なことが多い。今年度の研究の焦点をどこにおくかについて 4月 当初話 し合い,そ

してさらに学年単位で教師や生徒の状況に照応しなが ら目標や計画を決定 していった。新 1年生

を迎え,い かにして早 くパズ学習を母体とした学校体制の中へ位置づけていくかが , 1年 生の学

年にかせ られた課題である。そこでバズ学習の体制を基本にたちかえり,徐 々に系統的な実践を

推進 してい くことにした。

2.主題設定の理由

本年度の本校現職教育の主題が「 バズ学習による知,徳 ,体の調和のとれた人間性豊かな生徒

の育成 」と設定 された。これは新学習指導要領のね らいの 1つ に共通 している。すでにこの課題

には「 認知的目標 と態度的 目標の同時達成 」とい うきり込み方で取 り組んできた。 しかしその後

の長年にわたる職員の定期異動等によリバズ学習の推進者 も異動をよぎなくされた。年度末の反

省において も,バズ学 習の形がいイヒを憂い,何 とかしなければという意見が多 く,パ ズ学習に対

する評価はたえずゆれ動いている。ひとりひとりが基本的な原理にたちもどって生徒・職員とも

ども学習をしていかねばな らない。そこで知・徳 0体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成 と

い う学校教育のね らいに立 って,バズ学習を見直し,班活動を通 した基本的な学習集団づ くりの

達成を図ることにした。
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3。 研究の方針

(1)学年現職教育委員を中心に原案を作成し,学年部会の共通理解のもとに共同研究をすすめる。

(a 生徒ひとりひとりの学習面,生活面の実践記録を累積し,個別指導 ,班指導を通して学
‐
ri集

団づくりへと発展させる。

(D 学級会,短学活の指導を通して基本的なパズ学習ルールの定着と体tljづ くりをすすめる。

f41 毎 日の授業を大切にし,具体的な実践目標を決めて授業研究や授業公開をすすめる。

C51 教師集団の共通理解を深めるために理論研究と実践をすすめる。

4.研究の方法

(1)月 1回 の学年現職教育において実践計画に もとづ く目標を決め,反省を加える。

(a 学級における指導の実践記録を累積する。

(生活 ノー ト,班 日記,学級 日誌 ,定期 テス ト綴 り )

431 学級会 ,短学活の指導実践を記録し,累積する。

f41 授業研究の実践をする。本校の今年度の実践目標である「 学習の基本ルールの定着」と「 短

学活の定着化Jを 2本柱として班活動を通した学習集団づくりを学年の研究主題とする。

(D 参考図書による学習会を行う。

5。 研究計画

○第1学年研究計画・実践

-2-

学 級 会 活 動

1日 の生活の反省

一斉形体による連絡 ・確認

仲間意識を高める

短学活を考える班編成を考える

基本的学習 ルー ルの育成

短学活のパターン化

班日記の反映

班 日記の指導

英 語 科

中間のまとめ

バズ学習の育成 (バズ学醤の基本 )

効果的な短学活班編成を考える

パズ学習の育成 (効果的な話し合

い方 )



:́:llロ

ワ′
)

10
話し合いを高める(そ の 1,パ タ

ーンイヒ)

短学活の公開 (朝 ) 道 徳

1鷲憶警[r｀
話 し合いを高める (そ の 2) 短学活の公開 (帰 ) 国 語 科

12 話 し合いを高める (そ の 3) 短学活の現状 と問題点 ↓保健体育科
班編成の見直し 短学活のパター ンイヒ 理 科

パズ学習の定着と問題点 短学活の公開 。評価 0反省 と方向性

研究のまとめ と反省 研究のまとめと反省

5。 実 践

(1)学級会活動から

ア,仲間意識を高める。

O一列にも班にも慣れるようにする。 一列 ⇔ 班 時間や教科によって臨機応変に体験

を積ませる。

○係活動の充実,係活動の反省を加える。

○学級指導において「 個人及び集団の一員としての在り方 」の指導をする。

O三者懇談において「 新しい学校生活への適応 」についての懇談会を開催する。

O個別面接において個人的な悩み,不安の解消を図る。

イ,班編成を考える。

O班編成の実際。班編成は機械的に行わない。学級毎に種々の方法で取 りくみ,それぞれの

利害を体験させる。 (編成方法 ,編成の目的,班長の選び方 ,人数,期間,座席の決め方

など )。 「 班 」は共通の目的にむかって相互活動を続ける学習の集団であり,生活の集団

であることの認識を持たせる。 (班 目標,班責任,班競争,班作業,思考,班を単位とし

た学級活動など )

○一斉学習 (一列 )と バズ学習 (班 )と の学習面,生活面における効果の比較検討。

ウ,基本的学習ルールの育成

o「 チ ャィムと同時に活動開始」一学期当初の学年目標とする。

O授業中の姿勢,答え方の指導をする。

Oハ ンドサインの定着をする。サインの図を学級内に掲示する。

O基本的学習ルールの徹底事項を決める。まず学習をすすめるにあたって,一人一人に基本

的な学習習慣を身につけさせることが必要である。バズ学習を含めた一般的なルールにつ

-3-



いて も当然考えてい くものとする。「 先生に注 目」「 ハイと答えて最後まではっきり」な

ど16項 目を書いたプリントを生徒に配布指導。特に必要性の高い ものか らllFに 2項 目ず

つにしぼって指導する。

工,班 日記の指導

0班 日記を書く意味の指導をする。

Oどんなことをかけばよいのかを指導する。

O班 日記で何をどのように指導すればよいか ,助言の与え方 ,取 り扱い方などの識員間によ

る打 ち合せをする。

ォ,パ ズ学習の育成

Oなぜバズ学習に取 りくむのかを職員間でまず話 し合い ,そ の意義を認めた上で生徒の指導

にあたる。

Oバ ズ学習の原理は何か。三つの目標の認識 (学 習への積極参加,理解の拡大 と促進,態度

の変イヒ)を し,原点に立 ちかえリバズ学習の見直 しを図る。

(a 短学活の指導か ら

ア,生活の反省

○生活 目標 (学級目標 ,班 目標 )を 設定する。朝の短学活で日標を決め,帰 りの短学活で反

省をする。 (そ の後 ,帰 りの短学活で翌日の目標 も決めるようになった。 )

イ,生活ノー トの活用 (一部抜粋 )

ウ,短学活を考える。

O一学期当初の短学活

・朝の短学活………・・
´
健康観察 ,朝の学習,生活 目標
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・ 帰 りの短学活………生活 目標の反省 (生活 ノー トの活用 )

学習ポイン トの確認 → 家庭学習の計画

0短学活の見直しを図る。

・ 基本的に一定のパター ンイヒをはかる。

・新しいよい方法があればそれをすすめたい。 (学級の独 自性 )

・ 生活の リズムを正 しくさせてい くように申し合わせる。

・短学活の現状報告をし,各学級での取 りくみ方や問題点を報告する。

現状の短学活の一例

朝の短学活 (火 ,水 ,木 ,金 ,土 ) 帰 りの短学活 (水 ,本 ,金 ,土 )

８

　

　

　

　

８

　

　

　

　

８

　

　

　

　

８

健康観察

朝の 5分間学習

諸連絡

35 授業の反省

係活動による練習問題

一 日の学習反省,授業ノー

トの点検 ,整理

水 ,本 ,金 ,土曜の 4日 サイ

クルによる復習

生活目標の反省 ,明 日の目

標

諸連絡 ,生活ノー トの予定

の記入 ,家庭学習計画

45

50

00

6。 まとめ (今後の方向 )

(1)班の相互活動の意義の問い直し,班長指導

(2)効果的な話 し合いの方法の実践,三期に分けての指導

ア,話 し合 うとはどうい うことか

イ,話 し合いの場面とそのかたち

ウ,話 し合いの約束

(3)短学活の公開を通した学習会。 (効率イヒ,主体性,評価方法 )

f41 主体的な朝学習の定着 と評価 ,確認方法

-5-
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3ヽ 本年度今年綺計場ととりくみ

月 簿 内 1容 「確 ||:‐ 1■ 考 :薄 鬱 内||1客 備 考

５

　

一 "

晦「パ ズに
しヽ 1「

通学路確認
舞 ノヽえ,説1明

班編成

10 30 ンク
ー
|りf=:

■ |シ■17. 各町内で :

6
理想1警毒 1

菫
‐
t=|や多■

で■■■|

町 ィヽズ委員課
題作成 tl次 回
資料作成

６

・
19 学 習に つし

て

各経の釘パス
委員が課題を
作成す る、|

:12‐
生j舌ノ事ズ .

・討論形式
資料作成

Ｉ

ァ
三

攀

―

・

一番

．
一一

・
　

一

・

生活ノ、ス |

1夏体●生
:澪

=Ⅲ
ll

ササ■・卜蜂裁

29 カメレタ大会 黎町で計轟

10
r2

町 の計 曇
映 曇 _

講演 等

町担、町委員
:と 相談 2 :9 おわかれ会

準備 で
Ｆ鉾

授
ム

16 学習 と・
|■運動

町 不ズ委員が
,課題作成

3 15 お|わ:か|れ

会 |■ 111:
町行事 と協力

|‐・昨年までの計:轟には少 無々理があった,ので 本ヽ年度は昨年度の反省を‐
‐||.こ と:=上表0ま らな計轟で行もをぃるこ         :
|‐ 16校時に行うため、生徒に真tllさ が出て来た。       「

 |‐ |
・ 1 11出欠は翌趣各学年へ各町担が連:絡 し、出席簿に諄入する:      : |
‐ | ・籠町での内容‐で参考に,な ることがゎれ1ゴ紹介する。  |

|,町委員 .(父鋤 |ど職員の町担任と0連絡書密「こする二‐ 1       1
‐| 。父母が積極峰に活動出来‐る内容を考える.    ‐   /  1 ‐  ‐

4く―‐今後の問題点
1,‐つの町o生徒数が多く、集会場の収容能力を超えており、まとまって

■‐| ‐行難が出来にぐい。 (最も多い町の生徒数、/36名 )

●  ・集会場撻 く、学校を使用し―ているmTギ 3町ある|   :  |  ■
■・各年の当番0親の役割や生徒への指導方法

`    |      1  1

。
ゝ





1   喜彗菫重11::iI軍雪111嚢11:1111

Stt{Eil+t: 1 ;^'A€|ft\ ffiffi'ttfi€ {t6", (ifr#}8t6il - lE}.:
ffi,,\+€ t tE60#*qbfi tfr:#t-&j€ l, ', E=e3' 8lE89i69t?- t
すめる。.

‐  力:/虫 ■ス20名前後 となるよう個々の生徒の能力・特性にあわせて調整

‐   する。    | :
キ,基礎 轟Tス を設け、基礎的・基本的事項の定着をはかる.

ク●
・
コニスの変更は年£回 て前期 。後期)と する。 1        1｀

「  ケ.活動記録をまとめ、自己評価,相互評価をさせ、期末すこ発表の機‐会を

設 1す る.。

● 21 実施方法     :
‐   選択 =二 不1事 全部で£ユコ■ネを設定。社会・ならばt郷土地誌,琴本

霧尭を調氏る地理い■ス|、 郷土史:城 ,■  ‐,世界つ諸地域の自然・産業・澤

‐ 1古墳:人物史について研究する歴史コ■ス心理科ならば、材料・器具 1ま

自分で準備して実験を行 う物理事―スt生物・気象コースと各教科ごと
1  1三 3～ 4種類に分けている。今年度からは、|｀ 新たに、手話の基礎を学・il

… |‐「手話コースJを 設けている。
´
時間:ま 毎週水曜日の尋～ 6校時イ三実施1準

・  ている。

(2)ノミズタ.イ ム |■

1 従来の朝 と帰 りの短学活つあ 参方 を見遺 も:連絡 と注意 め蒔銅卜 ら嚢徒義

身で運営することによってく望ましい人間関係や学級集目 を育てることをね
´
‐らい と.し て設定 した。

| ■ 朝バズ   ヽ

.  メ
毎日、8時25分tg時ダθ分つ/J分問行 うふ       ‐

その自の学習に必要な事項をとリーあ1サ、ることとし、す日の生活量導 |(

個人・班及び学級)の設定 と健康調査・連絡程度にとどめる。 | |
2 バズタイム ‐

昨年度まで|よ「 七プンタイムJと 称していたが、今年度から1よ Fバ ズ

タイムJと 改称したも

■ 1 1  1● : :■ ||・ ■ ■ ‐ 11‐ ■ ||||

一徒

イ

ウ
　
エ
　
オ
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ウ .

■途|■率■|■■|る
:三

|=二 ■ヽ|二

てしヽ る者 がい る。

て違 墓‐進行

し|｀ も||::

でてム
〃策

諧
ヽ
つ

班内 の話 し合 しヽが しに く

本 当の意見 を もぅと出 癬
.と

もよい二

||イ ,発表をよくする。自主的に発表:す る班がある。  |
|‐ |ウ :学年全体で同じF・l題点を考えること寿1で きる。 |

工ふ会 の持ち方 ,進め方 を生徒がすら分で役に立つふ

||ト
ー
‐|キ :基ぉぜぃ■前で発表する力が身につく。

|‐ lll:さ れる
・
よう今後とも努力を重ねたいと思いますので、きたんのない御批判をお

・ 願 いいた します。    .

ｆ一
　

夢
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の育成 の ため fこ

1機tti障害を

嗜|111ま じ就
'(こ

ちえおくれの子どもとバズ学習―∵一二手さやりで始めた実践も今年ず8年圏||

になt二 しかし、そのあしあと:よ 微′マたるもので、「果してこ牟でしヽいのか碁J■ |

「 もっとまい方法があるので1ま ないか。」と迷いがつきない。   :   ■ ■

そめ上ヽ今年度1よ 、学校するみずィ`ズ学習:こ とり組んで与`
=申

学校より■新識■

された構薄学1級の撻任 としてかおぅたば力くりで、‐再びゼ犠■ らの出発である、‐

以下、これ までの取 り組みの申から、構 j奪児教育におけるパズ学習の
―
慧:義、1輩|

学織義繊‐| ‐
■
:   |     :i           

■

(|〕 障害に彙けないた くましさと、社会に適応できる豊かな人間性を養 t

(2)障害の種類ゃ特性に応 じた適切な指導を行い、個 ぬの能力を十'分 I=伸

ばす。

(念)と もに助 iす 合い、励 まし合いなが ら明 るい学級 をつ てる。 | :  |

|■11   学級彗標達成●た轟こは、£つの学習の場が必要であるこ    | |_ ■|

それは、個 々の生徒の障害や能力の程度に応 じた特別指導 を行 う場 と、そこで

学んだこ・とを実際にためしてみたり、社会ぺ出で生 きてい くために必要な社含
:

ル∵ル、知識などを学習じt身につけてい くための交流の場である。    |

これらと1ま 別に、佃1面 から必ずとり組 まねばならないこととして、健常児築



|‐ |11こおいて1ふ 伸び伸びと臨己主張 して生 き生 さと明るくしも、るまう子どもが、撻鷲

‐・ .'そ _こ で、本費i奪学繊イこギ :ズ 響:ミFを と琴ム、れることfこ より、 まず今 まて
゛
主1.主 fこ 子ど

■■■■も
―
ギ1主体的111リ活動し、小窯轟中中で護しく自己実現めて1華 み子1=な り、議1方、

11=■二|

力 ヽ

■   
「

:う す るこ とが、単 :こ簿書 甦1学縦 と しでの高 ま 等ばか りでな くく

Iき―と学習 に とつ くませ るニ

逸まぐな基う」 F島 サ |ま こうしてみようゞ:Fti卜 し1ピ

|■・ (3)地人を認轟、動まし合いながら、個人珪〕集轟もt ttfこ 高まってヽ`く壺徒を育 二

1具体色寺な方j去

生 j舌 バズ

_1.'';

生活 ィニ■ .(資料参薬}き j彗罵 して,、 一響命反書 を行 い(記録する.3 1

轟 じ合い iま t懸 書が
|ソ Tダ ー子こなって:違 轟 轟。 |   ‐ |  :

|十 毒の生活度憲
′
(攀醸:そ うむ、準策)の範た、撻織 しらべ:翌‐磯|ゅ計|

|   ∵` 2∵    :  :  |  1 11.:

|■翼集彗 {交流の場)て:撃 、消極的で、時にはオドオドとしたり、ある毎卜減非驚鍾・

遠慮‐が ちにならて |じ |ま う:こことがある。こ準ほ―教師の指導性・篠 害翼学級、変流攀

‐■級 ともに)に よることも多 くあると思 うが、それだけで鎌な くヽ生袋:償iの間避 と

|して t自 己表現吟 まず さtr卜集霧か ら大集圏へ入 もたときのとまどいや不1貫
牟ヽ

|あ るい は対轟 の浅 さな どに よ るこ とが 多い と思 われ る。



饉、家庭への連絡 などを行 う。

論TI亨‐|111守ず|'|■
互い fこ―評価す るこ |

目番が リーダーになる。      |

警 琴学 習 を始め る前、終 了前 にさ分 ずう二て:る 。

個 人 種‐

1碁|二 ||

(1)

.(2)

ィ`澪 をとり
｀
入れてか ら    ,

生徒の実態 ( 学繊要覧参難 )

生活の中て
｀

グ月より半年余 りの生 ,舌の中で 1ま 、と

言 うことはまだで きない。

ようやく「一日の反省Jが、どあ子がり■ダ…の場合も、決められたノヽ夕T
ィで進められるようになったこと。小学校のころより、 ∫

“このクラスめ男達中

は何もできないで―Jと ことあるごと|こ 男子をバカにしていた女子£人が、そ

り
=て

で,「■41な ,こ よくな,た。
'J「 =‐

く例

:ま じぶら〔こ

中
今むらこ,特繭の暉檬を決めま子:

.ま
ず全体轟響を考えてください。
●○略ん・・

・次に個人目標を考えてタイルに讐い
て くだ さぃ。

・○○さみから発表しでくださし、6

・ それで 1ま 彗標を守 もてが八′ば りぎじ

よ つ。 |

おわ りに          :‐

。今 日,作業の反省 をします。

全体彗標は「
碁う・Jで したが、1

れについで意見を出してくださtヽ 。

・ イ轟本轟標を○○さんォtiら発襲ιそlt

iだ さい。  i:    .:■ | ■

1   彗標
‐
1ま :■ こでし

:た
ふミ:ニ

ー
J.■

1窯 ■め麟標ギ守れ ましたわ`息1 ■‐■‐

・守■■⌒‐ギ1ナ が,え ば‐
サー表■1亀|1暴||

′‐下‐1■挙■二
'|■

tで

ly・b ll毒 ||:|‐ |



■  藝t・琴華～や連
絡な|ギ を行→t‐||||■|||■ 1:・ |‐ ||:■|||||

|
:■     ・ 目番が リー ダー fこ な る。

:ま じ:め :こ

。今からこの時義の暉標を決めます。
まず全体轟標を考えてくださぃ。

○○さん 。・

・ 次に個人目標を考えてタイルに書い

おわ りに           |‐ ■

。今 魯の作 業の反省 をします。  ‐Err;v.:}.rtf

e'6ffi$Hl* f r , ."J t"Lf,:;?rr q.
a

;fL{; ?Lr TffiRefr L T ( tr * 1..,
4ro+aa

:だ さし、。       |.     :
‐  ‐書標 1ま :■ 。で し

:た
泌ミ:11

・ 密■め趣標べ守れましたか。 |

・ 守れた人■1ナ がんげ奪表:こ
―亀む1轟 ■

■1年 :す
|｀oこ■

｀
そ
―
■わり1華●:‐

‐
|

‐
て くだ.さ ぃ。.■ [ I

・0● 李れゃヽ二発表こで―くださし、。

・それで|ま 彗標:を 守もでカミん|ゴ リまし

よ つ 。

■ ‐      ゃ作業学習を始め る前、終 了前に,分 ずうあて―る。

o学習のならぃをはっ挙りぎせ、生徒に目的意識をもたせるためヽ

標 と全体彗標を明記する。

:|‐ |  ■ 1 ・ 努力を認め、意欲を起こすょぅな、ぶん1ゞ 号表をつくるも  , ■
|■

‐
   ‐| ,   |:         ‐

く例 >

`|‐

||ヽ■|を|■|'人おそ島ヽ
|ふ | ■■   ■ _ ‐

(|〕:生徒の実態 ( 学繊要覧参照 )

(2)生活の中て
｀

■■■111   ギ月より半年余りの生り舌の中で1ま 、.と りたてで「 こみなたよくなった。,J「 ど

言 うことは まだで きない。

事||,や●
=■

零‐め1皮奮Jがtき |み■1恭 拳‐■́ ■あ壕夢合も、決められたシ|″‐■

イせ進轟ら
―
れ

'る
よう11●ならなこと。|ィ」、学校の■4‐ よりt,「:|や:す|サ ネIⅢ霧1壌.幸

撃奪|も できないで■‐Jと こ:・とぁ:る こと:こ男子を́ おヽ‐|三ttttた妻事二人ぶ11墓

:……  ‐3  -・ ‐  ・ 11



交流学級 の女子のプ■ 卜よ り

魯:よ ■のずる|だ |ヽ■0子 さ|■二七1華をする|

■,fこなっまこ
=。

、1ま |ヽあ1人
:通

|‐ 轟を
―
よitl

tiI‐輩‐111轟亀Tず言:す:

子 ども鋳志が率が諄犠t合 も`、.:子 ど苺進め,共鑓饉寺■

拳充きや

幸
　
器
，

く
　
一窯

つ
　
　
に

を

　

と

表
　
・」

号

　

の

ぼ

一

っ

ん
　
　
一

が
　

訂

ら

　

い

か
　

な

ば
　
が

半
　
気

角
　
検

ご
　
Ｆ

を
　
た

業
　
じ

作
　
ｔ

た
　
確

一

い
　
崎

で

　

で

け

　

せ

つ
　
わ

し
　
合
一

お
　
に

が
　
態

師
　
一賞

一教

一脅

姓
一　
繊

的
　
生

方
一　
を

二

・　
題

一　
　
課
・

■ 1 
な∫音戴Fヵ奮費聞 さオこでしヽかなければならない

|||■  しか しなが ら、ちえお くれ とい う障害 のため、ど うして も抽象釣思考、系

■ ■ ‐難 考 は劣 り、
1も

のご とを

'

深 く考 えることので き:こ くい子:ど も達である。

|||::11:|=||■ ||■||‐1喜|あ

:ょ

ぅな実態の上 fこ たって、多様な難書 を'も ■号ども集圏■申でt纏鑽t蒔
1■ 1111111■ 111111, 

ト

|||1姜 |1基til、ィ学書をおつようI=おし進めてぃくのがす■ゃだろうむ。

。           -4α ―

た

て
　

ｏ

し

べ
　
す

ま

食

で

えヽ

と
　
い

ふ

な
　
し

た

ん
　
の

さ

み
　
た

く

を

も

た

つヽ
　
て

が

と

と

ち

ん
　
ｏ

一だ

べ
　
す
　
一

友

お
一
ま

一

交流学級、行 くことが定彗 ぼ(少 しず嗜機
:

1骨|ど,=彙‐|ち ■票縄|き

=‐
t素直尋をうまく利薦じて,t勘 歳じ春じヽ1競い



ム

鷺|:杉義1毅1瞳

t撥

曇葬 轟 え

噛頌畢鰹鶴鼈饉 ∫:l鬱 鍛

鑽  |:‐ 1

一鰤
一
一

ミゞ 幸

|■ |■ |■ ■
|‐ ‐ ´

| || |■ |■ ||■ ■
1・‐ ■ ■ ■ |■



ι菫む瀬職二

|||||た
.議

lill鼻      島:こ 1‐ょく   も,   T
費強蒔瞳議鑢ガ11趣婉鵡籍が機il彗

=iた

ぎ幾義     覆金轟嚢鶴鳳

く暴糞簿 』鶴:蠍鼻1摯寝}書 壕 愁群癬留北謀〕鰺́ 身
'こ1鱗

=:K覇
鏡

'

イ安量彙蕪象悪曇
=盛

曇康蠍<巻二 ¥章講丸≦,え難戴亀疑毎皐≪奮曇轟鋒
:

|二筑鸞尋争ξ  '争 atti}二 :攀練:書準良鎌4轟纏力こ鋳F:辞讐曇義ピ∵・・

||‐ 擁 草t靱 轟盆金鎮轟ど轟争1‐ 鶴轟多ゴ骰∴守:鋳輸iニサ準基席或≦鶏彗裏:■

|・聯轟等.胚数ず遊琴裁こ無|÷肇羅鋳簑難幾昨:=議 1逸 .1人簿多象<舎静t算 :≪・

|‐■轟ピlhや事

1 構難素ごこ.電葬鰹鉾或鱗伽移∫二 轟斃鐵纂轟録:五J、 Lザ腎1鰊 指幕ど嵯 |

|■蓬:誹褥霧f鼈無黎黎難摯:轟轟轟鍵鶉猿鼻:静・ ■
‐ ‐||■ |

紳犠 癬輪i機勒鑢機騨耀Ъ墓藁鐘事違織寝製ま難菱襲轟製≧纂:鯰 [ :「
 1 1

11繭鏡鍮ff譲 .鸞鐸鐵と等ギ孫亀攀畢:     鍵轄 ジ1諄纏熱韓.鵞宇』鶴 :‐

攀轟密   纂轟轟守竃蟷北踏鏡併こぼし警≪争警:覺働難舞:鐵鏡難麟1■ |

‐難鍮絣軋漁l耽轍11臨轟:な

―
轟摩:T難難幣轟貯鴛麟轟   革ま.:二範 1緩≦|‐

■燿鐵善餞藉ξオ■壕轟憔二

彎■|1奮言守 :彎彎|1警

I-ryAffXffi?rS*&#,'+" , ,

(ffi*m?*ffit*'64*" d3 **f**Y&** :

: ffi*ffiW#tffiffi. 3#3kfffirffi*ffiS)':2. S$ftilAp f;{a* '

@mffi@ry*" $.r,*fl"liffi#<'l @ffitq t t**:Lev*frt rffiffi**
i

,].€frIlm:rsn*N,*t*e"{&Mewew;qj$ts:u(t.*rtJ

|:1鼈 111

i“

‐・

…



11            : _1   
‐  ||  ■

二1‐ 1111■ ||||■ |:■  || |

:            ‐́    |「 l l  ・― 
‐‐  ‐  . 11 ‐‐    .:|  ||  ‐ |

|:  |■
1111■

■ ■ |■ ||‐|■
1■ |三書 (神颯L)‐ 11  1 ‐ `■ |‐ 1 ■

1    裁
=   

申産λr,Ittt二 ‐ヽ 「■lr‐ ■ ‐ |
摯 | .  二 :・ 1  1111・ |||■ |■

|111    1二 ‐ 1  1‐

|■―
=:=幸

韓
=■

■LI・  ■ ‐ ‐
|■轟||1畿蝿111■■■■‐■■ |
|:薔 く  ,
111:ll_|こ3e“だどうみがよく 難無輝き.     「 ■

|■1毒毒覇鍾票よ― =:義=:   
を持 ι慕質もを静二 ‐

11ヽ      「   |              ・            |           |  :: ~ 7´ ´     /′

|||‐幸||■
=:|=||け

響■■‐■■..I.‐■‐■■‐111
■1静

"織
七轟よ■ギ|ィギ||■‐■■■ |

■警■11警キ::■ ■■■.■‐■■■‐|

■|1響申貯:|■―
|´

'lit‐
‐幸‐ギ神神■

=⌒
 :

||■島議が亭自由ニー:          …、 ―    _

"十
難 ,  1 ■ _1■ |■‐■ |■■||:

二|   ■三●1.|:‐ |■ |11111111:|:
二‐

=‐

4      
‐:■ⅢⅢⅢⅢI■ |‐■ .i:'   ・          111 , .  :‐     ´

  ブ    `1 ‐ |11 1       1  : . ::11.11:

1事蒙
=|も=::轟

寺鐘轟こ:t,各
=:与

轟き轟義轟  ことともえをご1轟
4。 あ渇亀赫

=七
島准うここガ秒約二

10 :

"う=ヒ
ご

■■■111111::

■彙r由鶴降,■,,1駒:たり:´轟 |べ=亀
'毒



■ギ |‐ 二   れ轟‐れ島: ■,■ ■
|■||●4‐

11岬町
=ネ

い構 ぶこな″

`:ギ

機生   =ι lらがニヒ|二

=‐

‐
.II11111‐

|| |‐

|キ1牛1警1雫=■
二碁||■摯 1誓

=■
二彙り:■,|IFII→ゝ

■

～

,■ 導難
=嬢

○鋒 ャF錢議 聯

",癖
零 爆‐なん議 ,督

=導
就 は二 ||‐ ■ |::

■
=ll麟

義か,た。       .   |     ‐‐  ‐        | |111ギ
|

■■ ‐ |  | |                                                                ‐ ・ ‐ .ギ :~:‐

||     →寿≒うえざ
11鐵

裂
=黎

ぼ
=こ
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第 16回 全国バズ学習研究集会

分科会 13

はじめに

同和問題の解決のために、同和地区の生徒た ちの学力 を高め、将来の生活への

意欲づけを急 ぐことは、教育 にとって急務であ り、かつ重要な課題であ る。本校

にお ける地区教育事業の歴史 はすでに 12年 をかぞ える。特に学力の向上策にう

いては、その間生徒た ちに時々の最高の教育方法・ 教育内容 をもって当た ること

が、同和教育のあ り方であると信 じて、その工夫・ 改善の努力 をして きた。

地区教育事業の学習のあ り方について、本校において「 バズ学習方式」を導入

したの もこのためである。目的達成にはまだまだ程遠いが、その実践の二端を出

し、諸賢の御指導を願 うものである6

主題設定の理由

本校の同和教育目標の柱にもしている「地区教育事業の充実」について、一斉

形式を改め、班単位の「バズ学習」を通 じて人間関係を正し、共に学力の向上 を

期そ.う とする教育方法は、早 くから試み られていた。

・         3

しか し、一般的風潮の中の生徒た ちの生活 といえば、主体性の感 じ

消極的な行動が 目立 ち、ゃゃ もす ると無 目的な活動に流 されていた。

びこの原 因の追求 と活力の導入の必要か ら、「 バズ学習」のや り方に

加 え、よ りきめ細か な手だてを さぐってい った。

研究内容

(1)目 標

。 基礎学力 を高め、お互いに協力 し、 自主的・ 主体的に学習に取

。 基本的生活習慣 を確立す る。

O 部落差別の実態を知 り、解放へ の実践力 を養 う。
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(2)実 践 内容

全体の 22。 7%を 占め る同和地区生徒のほぼ全員の者が、進学を希望す る

が、長い間の差別の結果 として、生活の乱れ・ 低位学力・ 主体的な学習姿勢

の欠如 など、 さまざまな問題 をかか えて いる。

これ らを打破すべ く、週 2回 の地 区教育事業 において、一人の教師が、比

較的長い期間、固定 した少人数の生徒にかかわ り、一人 ひと りの生徒の特質

や問題点をよ く把握 し、また、生徒相互の信頼関係 も培いなが ら、教師 と生

徒、生徒 と生徒における人間の接触交流 を図 りなが らの実践 をめざした。

学 年全体 の地 区生

26 名

〔5つ の等質班 〕    (同 一教師 )

〔一班平均5名  ~⊃ 一下~~  
―〔        〕一一一  (亜

=D

〔      )一

◇ 一 回の地区教育事業に、 5人 の教師が同時に参加 し、各々が、一班平

均 5名 の生徒の基本的な生活習慣を中心に、学習面のすべて にかかわる。

◇ 解放講座では、学年全体が集 まる場 を設 け、仲間意識を育てるため、

全員で共通 の課題 を持たせ、取 り組ませ る。

(3)班 活動の実例  (男 子 3名・ 女子 2名 )

0 この班の構成員

A(男 ):明 朗では きはきしてお り、正義感 も強 い。学習面 も上位 クラス

B(男 ):少 し自己中心的な ところがあるが、全体的には問題はない。

学習面・ 中位 クラス

C(男 ): きまじめで、意欲的な ところを見せ るが、基礎学力が身についてお らず

中の下位クラス

D(男 ):何 事 にも消極的でお とな しい。少 し体 も弱 く、学習面での意欲 もあま り

感 じられず中の下位 クラス

E(男 ):い つ もソワソワ・ キ ョロキ ョロと落ち着 きがな く集 中力に欠 ける。基礎

学力の不足が 目立 ち下位 クラス

-2-
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班活動の実例 )

地 区教育事業には、お互いに誘い合 って参カロし、互いの連帯感を高め

るとともに、無断に欠席す ることがないよ うに しよ う。

②

注意 しやすい班

集中で きる班

何で も真剣 に とりくめ る班

(3つ の 約 束 )

班活動が停滞ぎみになったときも活動の柱 として約束しあう。

全員が理科を苦手な教科 と

し、た とえ短時間ずつで も

考 えて い るこ とが わか り、

続 けて 実施す る。

③ 学習面での1重 点目標|を きめる

話 し合いの中で、

毎日、理科の用意 を

そして、「質問バズ|を くり返すことに決める。

つ
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即ち

の 目標

|ず コ ソ

I E子

1暫 :‖

毎回の班活動は、十分ではないが、多少のやる気 と自主的な学習への

とりくみが、少 し見 られたように思える。

④ 班 日誌をつける

連絡網の順につけ、内容は、教科の疑間点・ 今日の反省・ 班員への意

見 とす る。そ して、班員の 1相互理解|の 助 けとす る。
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参加 ル ー トを確認す る

班 の あ り方 を話 し合 う



見事一回 も休んでいない。そ して一 回 もお くれていない。だけどよ く

ギ リギ リで来た。六年生 までは、勝手に理由をつ くって、 よ くお くれて

いて、それによ くズル休みをした。ズル休 みの 日は先生か ら電話がかか

って こないか なあと心配だった。だけど中一 は、班です るか ら、 まちが

って もべつ に気にせず に、 そ して伺で もで きる。だ けど勉強道具が重い。

しん どい時は、 ちょっといつ もよ りおそ く行 くけどギ リギ リお くれない

で行 く。 これか らも同 じで行 く。

⑤ 自主的な活動をもとめて

課題 についての説明

14BA麒 |……………(菅雷写Pい
まいなところ数

)

[相互追求 |…
………………・(班長司会の質問バズ )

綿テスト…………(菅季2〒嘉象尼鍵LF齢
題

)

教師の補足・ 説明

これは、やや もすれば教師依存型にな りやすい地区教育事業の展開を、す

こしで もひと りひ とりの個人思考を深 め、生徒の 自主的な活動 を とり入れた

ものに と願 っては じめた。

に)バ ズ学習の マンネ リ化をふせ ぐために

①  ビデオテープ (若者たちの朝 )を 見せ たあ と、1討 論劉 を開 く。

・ さまざまな意見がいくつ も出され、まとめるのに時間を費したが、活

気が もてた。

摯
●　
　
　
　
　
　

．

② 他校の地区生 との 交流学習会 の場とする。

・  いつ も同 じ仲間ばか りの活動の中に、 とま どい も生まれたが、お互い

の情報交換がな され るなかでの発見 も大 きか った。がそれ以上に、何よ

りも他校の同 じ立場の中学生同志のために、自分達の学習のようすや地域の

様子の紹介やコメント作 りが、一層やる気 をふるい立たせたようである。

-4-
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0… …(教師または班長 )



丁

地域 の 中に学 ぶ 資料づ くり

・  「今、自分たちで問題解決への力を高める。Jの一環として、班単位    |
で取 り組み、地域の地図・ 地区の産業について、また地区の環境・老人    |
の話などをまとめるなかで、生徒の実践力を高めていった。         |

④ 月一回の 授業参観 と父母 懇談会

・  自分 たちの親が、夜 に もかかわ らず参観 して くれ ることは、生徒たち   :
に とって無言の力強い励ま しとな り、父母 と教師のひ ざづめの話 し合い    |

では、学習面のみでな く、 この子 をどうす るのか、 どんな大人に させた    |
いのかを話 し合 った。

4 今後の課題

本年度 は、同対法延長の最終年度 とい うこともあって、内外共 に地区教育事    |

業の真価 も間われ る年で もある。 しか し、 この子 らをして更に強 く同和問題完    |
全解消のために、主体者 としての力量 と精神 をそなえきらせ るまでの道はけわ    |

しい。つ くづ く教師 としての力の貧弱 さを感 じなが らも、一つ一つ反省を加 え、   |

目的に近づ く努力 をしたい。

その一つ として、今後 も地区教育事業で育 った卒業生たちを一人で も多 く、

後輩の指導のために参加 して くる態勢を組むことも大切であると考 える。      |

5 問題提起

(1)ま だまだ教師依存の傾向がみ られるなかで、個人思考 を深 め、生徒の 自主的

°
な活動を促す問題の与 え方 とは、 どうあ るべ きか。

(2)地 区教育事業での卒業生の活動の場 をいかに設定 していけばよいか。

(3)小 規模校 として、進度が進むほ ど専問知識 も重視 され、教科外担当では、か

かわ りをどうすればよいか。
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